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	渋谷区立広尾中学校 学校だより
	『若木の丘』
	教育目標  ・自らの頭で考える生徒の育成  ・自分の人生をデザインできる生徒の育成  ・変革やチャレンジをし続ける生徒の育成
	『広尾中の新たな挑戦』
	校長　川上　弘文
	自ら道を切り拓く！アントレプレナーシップ教育で「未来の創り手」を育む
	　先日、渋谷区教育委員会より発表されました通り、広尾中学校では、渋谷区が進める「区立中学校の特色づくりプロジェクト」において、「アントレプレナーシップ」を軸とした新しい学びを始動しました。  　渋谷区教育大綱 に掲げる『つくろう。ちがいを活かし合える、未来の学校』の実現に向け、各中学校が4つのテーマを軸に、独自のカリキュラム開発に着手します。
	☑ なぜ「アントレプレナーシップ」なのか  　「起業家を育てる」ことを目的としたものではありません。身近な課題に気づき、解決策を考え、失敗を恐れずに仲間と共に行動する。そんな「自ら価値を創造する力」を育むことが目的です。渋谷という多様性と活力に溢れた街を舞台に、自律的に未来を切り拓く精神を養います。
	☑ 広尾中学校の生徒主体の取組  　広尾中学校では、探究シブヤ未来科テーマプロジェクトとして、年間を通して学年ごとに企業と連携して学年や企業を越えたコラボ商品を販売する、地元百貨店協力のもとコーヒーの試飲会や募金活動を行う等、生徒の発案で仲間と協働して地域課題の解決に取り組んできました。また、標準服、体操着、私服のいずれかで登校できるカジュアルDays等を考案及び実践する等生徒会活動・委員会活動とも活発に生徒主体の学校運営に取り組んでいます。本校がこれまで力を入れてきた生徒主体の学校運営を、社会のリアルな課題に挑戦する、より実践的なプロジェクト学習へと進化させます。
	☑ ＜ 今後の予定＞  　５・６月 各校教育ビジョン、推進体制、特色プログラム策定  　７・８月 各校の特色についての詳細リリース（学校ホームページ）  　９月 学校説明会  　１０月 特色プログラム・プレ実施  　令和９年度　新しい特色全面実施
	＜ 問い合わせ先＞　　　　  　担当　副校長　奥井　伸  　電話　3400-2440　　



